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十
一
月 

 

一
四
日 

利
秋
分
教
会
長
一
年
祭 

徳
沢
伊
藤
ス
グ
刀
自
十
年
祭 

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

 
 
 
 

北
洋
支
部
長
様
来
会 

一
七
日 

委
員
部
長
勉
強
会 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
〇
日 

村
岡
敏
英
氏
来
会 

二
一
日 

佐
々
木
チ
ヨ
刀
自
五
十
年
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

 
 
 
 

年
祭
来
賓
来
会 

二
三
日 

佐
々
木
キ
ク
、
正
則
、
ヨ
シ
前
会
長
年
祭 

 

二
六
日 

本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 
 
 
 
 

十
二 

月 

  
 
 

一
日 

教
区
婦
人
会
例
会 

 
 

二
日 

支
部
婦
人
会
例
会
、
母
親
講
座 

 
 

三
日 

支
部
例
会
（
由
利
分
） 

 
 

五
日 

委
員
部
長
後
継
者
勉
強
会 

お
願
い
づ
と
め
十
二
下
り 

（
十
三
時
半
） 

 
一
一
日 

松
田
芳
香
大
人
告
別
式 

立教１８４年     令和３年      １２ 月 号 

由利 

由利分教会歴代会長年祭  
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

由
利
分
教
会
歴
代
会
長
年
祭
を
終
え
て 

 

お
陰
様
で
、
去
る
十
一
月
二
十
三
日
午

前
十
時
半
よ
り 

、
佐
々
木
キ
ク
六
代
会
長

五
十
年
祭
、
佐
々
木
正
則
七
代
会
長
四
十

年
祭
、
佐
々
木
ヨ
シ
八
代
会
長
一
年
祭
を
、

北
蒲
原
分
教
会
長
様
祭
主
の
元
、
親
族
は

元
よ
り
由
利
に
つ
な
が
る
大
勢
の
用
木 
、

信
者
の
皆
様
方
に
御
参
集
頂
き
、
盛
大
に

当
教
会
で
執
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

現
在
で
は
、
キ
ク
前
会
長
さ
ん
を
知
ら

な
い
方
も
大
勢
お
ら
れ
る
の
で
は
と
い
う

配
慮
か
ら
、
式
の
中
で
祭
主
の
御
挨
拶
の

後
、
入
倉
澄
江
北
芝
分
教
会
前
会
長
さ
ん

か
ら
『
キ
ク
前
会
長
の
思
い
出
』
、
又
北
蒲

原
分
教
会
前
会
長
さ
ん
か
ら
『
正
則
前
会

長
さ
ん
の
思
い
出
』
を
語
っ
て
頂
き
、
生

前
を
偲
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

私
は
最
後
に
喪
主
と
し
て
挨
拶
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
今
年
四
月
出
直
さ
れ
た

母
ヨ
シ
前
会
長
の
思
い
出
を
語
る
と
共
に
、

こ
れ
ら
の
御
霊
様
方
に
お
喜
び
頂
け
る
よ

う
な
歩
み
に
向
か
う
事
を
お
誓
い
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
度
三
人
の
前
会
長
さ
ん
方
は
、
私

と
の
間
柄
か
ら
言
え
ば
祖
母
と
両
親
な
訳

で
す
が
、
振
り
返
れ
ば
色
ん
な
道
中
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
ず
キ
ク
前
会
長
は
、
秋
田
市
雄
和
町

の
安
藤
家
か
ら
本
荘
の
由
利
支
教
会
の
正

路
前
会
長
に
嫁
い
で
き
た
わ
け
で
す
が
、

小
柄
で
学
問
も
な
く
目
も
悪
い
と
い
う
事

で
、
会
長
に
な
っ
て
も
時
に
は
軽
く
見
ら

れ
る
事
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
不
遇
だ
っ
た
事
は
、
夫
で
あ
っ
た
正

路
前
会
長
が
四
十
九
才
で
出
直
し
た
事
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
祖
母
の
孤
独
が
始
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
や
が
て
娘
の
百
合
子
さ

ん(

北
蒲
原
前
会
長
夫
人)
や
息
子
が
皆
天

理
に
行
き
、
字
も
書
け
な
い
心
細
さ
の
中

で
、
半
分
ご
ま
か
し
て
雄
和
か
ら
連
れ
て

来
ら
れ
た
の
が
当
時
六
才
の
母
ヨ
シ
で
し

た
。
当
時
幼
少
の
母
に
し
て
み
れ
ば
、
そ

れ
か
ら
辛
い
日
々
が
始
ま
っ
た
事
と
思
い

ま
す
。 

 
 

正
路
祖
父
は
、
生
前
歌
舞
伎
役
者
と
思

わ
れ
る
程
美
男
で
、
又
湖
東
大
教
会
で
の

地
方
が
評
判
と
な
る
位
の
美
声
の
人
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
又
情
に
厚
く
子
煩
悩
で
、

父
に
取
っ
て
見
れ
ば
母
親
は
眼
中
に
な
く
、

た
だ
た
だ
父
親
を
慕
っ
て
生
き
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
憧
れ
の
父
親
が
若
く
し
て

出
直
し
、
当
時
十
三
才
の
父
は
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
り
、
何
度
井
戸
に
飛
び
降
り

よ
う
と
思
っ
た
か
し
れ
な
い
と
言
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
の
親
々
の
苦
労

の
人
生
を
思
う
時
、
そ
の
苦
労
と
伏
せ
込

み
の
お
陰
で
、
孫
子
と
暮
ら
せ
る
現
在
の

私
達
家
族
の
幸
せ
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

 
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
度
の
年

祭
に
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る
お
心
寄
せ
を

賜
り
ま
し
た
事
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
し
て
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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委
員
部
長
、
委
員
部
長
後
継
者 

勉
強
会
開
催
！ 

  

去
る
十
一
月
十
七
日
、
北
洋
支
部
長
様
、

岩
倉
委
員
来
会
の
も
と
勉
強
会
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

大
教
会
長
様 

お
話(

Ｄ
Ｖ 

Ｄ)

、
支
部 

長
挨
拶
の 

後
、
南
紀 

大
教
会
長
、 

下
村
庄
太 

郎
先
生
の 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に 

よ
る
「
教
会
と
教
会
に
お
け
る
委
員
部

長
の
役
割
」
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昼
食
を
は
さ
み
約
一
時
間
練

合
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
勉
強

は
、
こ
れ
か
ら
定
期
的
に
開
催
し
、
委
員

部
長
、
委
員
部
長
後
継
者
の
親
睦
な
ら
び

に
成
人
に
向
け
、
活
動
し
て
い
く
予
定
で

す
。
尚
、
都
合
に
よ
り
委
員
部
長
後
継
者

は
十
二
月
五
日
に
行
い
ま
し
た
。 

 

松
田
芳
香
上
之
浜
分
教
会
前
会
長
様 

御
出
直
し 

 

去
る 

十
二
月 

七
日
午 

後
、
由 

利
分
教 

会
役
員
、 

松
田
芳 

香
上
之 

浜
分
教 

会
前
会 

長(
四
代 

会
長)
さ 

ん
が
お 

出
直
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

同
前
会
長
さ
ん
は
、
青
年
時
代
は
大
教

会
で
は
近
藤
義
雄
前
大
教
会
長
さ
ん
の
元

で
つ
と
め
ら
れ
、
又
秋
田
教
区
に
お
い
て

は
特
に
学
生
会
、
少
年
会
で
情
熱
を
傾
け

て
後
進
の
育
成
の
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

当
由
利
分
教
会
で
も
、
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
と
共
に
、
若
い
頃
豪
放
磊
落
に
大

き
な
声
で
笑
っ
た
り
歌
っ
た
り
さ
れ
た
姿

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

御
出
直

し
の
報
に
接
し
た
時
、
大
き
な
喪
失
感
を

覚
え
、
改
め
て
そ
の
存
在
感
の
大
き
さ
を

感
じ
た
次
第
で
す
。 

 
 

御
生
前
の
御
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
慎
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

☆
こ
れ
か
ら
の
行
事
☆ 

 

婦
人
会
よ
り
お
知
ら
せ 

 

十
二
月
十
六
日
（
月
）
九
時
半
～ 

婦
人
会
恒
例
の
大
掃
除
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。 

 

由
利
分
教
会
元
旦
祭
ご
案
内 

 

令
和
四
年
元
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

執
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
元
気
に
新
年
を

迎
え
さ
せ
て
頂
け
る
事
の
御
礼
と
、
結
構

に
新
た
な
一
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
け
る
事

を
祈
願
し
て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

松 

田 

理 

奈 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

北
蒲
原
奥
様 

東 
 

滝 
 

沢 

由 

利 

東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

由 
 

利 
 

道 

雄 
 

物 
 

川 

亀 
 

田 
 

町 

利 
 

翔 
 
布 

北

蒲

原

会

長 

仁 
 

賀 
 

保 

東 
滝 

沢(

前) 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

木 

内 

教 

子 

坐
り
づ
と
め 

亀 
 

田 
 

町 

由 
 

利 
 

道 

扈 
 
 

者 

木 

内 

美 

歩 

佐
々
木 

朱 

美 

小 

川 

道 

子 

斎 

藤 

清 

一 

豊 

島 
 

優 

木 

内 
正 
信 

佐
々
木 
由 

明 

豊 
島 

栄 

二 

利 
 

翔 
 

布 
斎 

藤 

賢 

爾 

由 
 

利 
 

道 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

小 

林 

理
英
子 

小 

松 

敬 

子 

伊 

藤 

奈
律
子 

前 
 
 

半 

齋 

藤 

清 

一 

小 

野 

恭 

和 

賛 
 
 

者 

小 

川 

貴
美
子 

小 

川 
昭 

子 

中 
村 

柳 

子 

豊 

島 

栄 

二 
伊 

藤 

一 

男 
中 

村 

喜 

正 

桑 
 

原 
 

廣 

木 

内 

正 

信 

豊 
 

島 
 

優 

佐
々
木 

義 

實 

由 

利 

東 

布 

 

佐
々
木 

由 

明 

 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

佐
々
木 

素 

子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

仁 
 

賀 
 

保 

指 

図 

方 
 

 
 

 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

由
利
青
年
さ
ん
方
の
お
世
話
で
、
よ
う
や
く
冬
が
囲

い
終
わ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

由
利
道
分
教
会 

十
二
月
十
一
日
、
誠
が
本
部
海
外
人
材
育
成
研
修
員

と
し
て
、
無
事
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
出
発
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
帰
国
は
二
年
後
に
な
る
予
定
で
す
。 

   

由
利
分
教
会
百
二
十
周
年
活
動 

 

よ
う
ぼ
く
信
者
の
活
性
化
、 

お
た
す
け
の
実
践
を
目
指
し
て
！ 

お
さ
づ
け
カ
ー
ド
集
計 

十
一
月 

 
 
 
 
 

１
０
枚 

総 

計 
 
 
 
 

６
１
５
枚 

 
 

 

春季大祭祭典役割表      神殿講話 北蒲原分教会長様 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


